別記様式第２号（第６条関係）
参　加　者　の　概　要
	事務所（設計共同体）名
	

	事務所登録
	一級建築士事務所登録番号　：

一級建築士事務所登録年月日：　　　　年　　月　　日

	分　野
	資格
	人数
	人数計
	合計

	建　築

意匠

積算
	一級建築士
	意匠
	人
	意匠　　　人
積算　　　人

小計　　　人
	人

	
	
	積算
	人
	
	

	
	その他（上記の資格を持たない技術職員）
	意匠
	人
	
	

	
	
	積算
	人
	
	

	
	ＣＡＳＢＥＥ建築評価員（内数）
	人
	　　　人
	人

	構　造
	一級建築士、構造設計一級建築士、技術士
	人
	人
	人

	
	その他
（上記の資格を持たない技術職員）
	人
	
	

	
	ＣＡＳＢＥＥ建築評価員（内数）
	人
	　　　人
	人

	電気設備
	設備設計一級建築士、一級建築士、建築設備士、一級電気工事施工管理技士、技術士
	人
	電気　　　人

積算　　　人

小計　　　人
	人

	
	その他

（上記の資格を持たない技術職員）
	人
	
	

	
	ＣＡＳＢＥＥ建築評価員（内数）
	人
	人
	人

	機械設備
	設備設計一級建築士、一級建築士、建築設備士、一級管工事施工管理技士、技術士
	人
	機械　　　人

積算　　　人

小計　　　人
	人

	
	その他

（上記の資格を持たない技術職員）
	人
	
	

	
	ＣＡＳＢＥＥ建築評価員（内数）
	人
	人
	人

	備考

１　複数の分野を担当する職員については、最も専門とする分野の欄に記載すること。

２　複数の資格を有する職員については、いずれか一つの資格の保有者として取り扱うこと。

３　参加表明時の事務所の職員数（設計共同体については、全ての構成員の職員数の合計）とする。
４　構造の技術士は、建設部門（土質、基礎、鋼構造、コンクリート）のいずれかとする。

５　電気設備の技術士は、機械部門（動力エネルギー）、電気電子部門（電気設備）のいずれかとする。

６　機械設備の技術士は、機械部門（動力エネルギー、熱工学、流体工学）、衛生工学部門（空気調和、建築環境）のいずれかとする。
７　設計共同体については、全ての構成員の一級建築士事務所の登録番号及び登録年月日を記入すること（様式に書ききれない場合は、任意様式を作成し記入しても差し支えない。）。


